
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージや学習の見通しをもたせる板書の工夫 

「キラキラの国」をつくる視点 

題材の魅力が伝わる学習課題（提案） 

鑑賞の観点 

 

授業の様子 

学習の流れの提示 

令和元年度 授業エキスパートを目指す授業研究会 令和元年１２月４日（水） 

幸手市立さくら小学校 

図画工作 
題材名 「みんなでつくろう、キラキラの国」 

                第３学年 

ＩＣＴを活用した導入 

学級全体で鑑賞会 



 

 

 

【授業について】 

○４５分の中で、たくさんのしかけや工夫があ 

 りました。また、子供たちの生き生きと学び 

 合う姿から、日頃の学級経営の大切さも学ぶ 

 ことができました。 

○図工室の環境や場の設定、教師の声かけなど、 

 どれをとっても大変勉強になりました。 

○前学年で押さえた技能について、きちんと掲 

 示することが大切だとわかりました。算数で 

 は、常に既習事項を意識して指導しています 

 が、図工の授業でも生かしていきたいです。

○教室の中央に設置した「材料銀行」という場 

 が、子供たちの作業効率を高めるだけでなく、  

 様々な材料に触れさせるよい場となっていま 

 した。 

○子供たちの口から自然に「形」や「色」、「組 

 み合わせ」などの言葉が出てくるのが素晴ら 

 しかったです。 

 

【協議について】 

○先生方と図工の指導についてたくさん話し合 

 うことができ、自分の中で新しいアイデアや 

 改善策が生まれる瞬間が多くありました。 

○授業者の先生や参加した先生方の実践例をた 

 くさん伺うことができ、日頃の疑問を解決す 

 ることができました。大変有意義な時間でし 

 た。 

○先生方と「これもやってみたい。こうしたら 

 もっと楽しそう。」と話し合えたのがよかった 

 です。他教科の研究会にも参加したくなりま 

 した。 

 

 

参会者アンケートから  研究会のあり方・全体的な感想 

児童の作品例 

イメージをふくらませる場の工夫 
「材料銀行」 

学び方が分かる掲示物 


